
教育で未来を変える



教育で未来は変わる

私たちはそう信じています

ＵＷＳは、すべての子どもたちが取り残されることなく、質の高い教育を
受けられるよう、地域のパートナーやコミュニティー、政府と連携しています



世界では244万人の子どもたちが学校に通えていません。
低-中所得の国の10歳の子どものうちの70%が、
簡単な文章を読むこともできません。

このまま状況が変わらなければ、10年後には
825万人の子どもたち、すなはち世界の若者の
半分の子どもたちが、仕事に就くための基本的なスキルを
身に着けられないままになってしまいます。
これは変えるべき未来です。

UWSは、世界の最も取り残されたコミュニティの
すべての子どもたちが質の高い教育を受けることが
できるように活動しています。私たちは地域の
パートナー、コミュニティー、政府と協働し、
長期的な変化を生み出します。

私たちは、この状況を
変えることができます。

でも、私たちだけでは不可能です。



教育を変えると、
未来が変わる

女性が給与所得を得られる仕事に就け
ていないことにより、925億円の収入
を失っています。しかし、今より10%
多くの少女が学校に行くことで、国の
GDPは平均で3%上昇します。

教育を受けた母親は、受けていない母
親に比べて50%高い確率で子どもに予
防接種を受けさせる傾向があり、予防
接種を受けた子どもは、5歳以降生存
率が2倍以上となります。

発展途上国の少女の3人に1人
は18歳未満で結婚します。
教育は児童婚を60%減少させ
ることができます。



活動内容

持続可能な教育のための5つ活動により、教育の普及が困難な地域であっても、
より大きな効果を、より多くの人に届けることができます。

校舎の建設や教員のトレーニング、
カリキュラムの作成、インフラの
整備などを行っていくうえで、
最も大切なことはすべての子どもが
質の高い教育に持続可能な形で
アクセスできる環境を作る
ことです。

アクセス

質の高い教育には、質の高い教員の
存在が不可欠です。
私たちは、生徒が活発に、
自発的に学びたくなるような
双方向的な授業ができるよう
教員のトレーニングを行います。

教育の質 包括的教育

包括的な教育は、すべての子どもが
安全に教育を受ける権利があること
を保証します。
私たちは政府や地域コミュニティと
連携しながら、教育に関する障壁を
取り除くよう働きかけます。



活動内容

私たちは明日を変えるために、今日の教育を変えていきます。

国との連携

国と地域コミュニティの連携体制の強化は、
教育の発展の土台です。
私たちの取り組み内容、イノベーション、
事例を国家レベルの機関と共有することで、
地域コミュニティが政策やカリキュラム、
インフラに関する基準に影響を与えることを
可能にしています。

私たちの目的は、地域のコミュニティが、
UWSに頼ることなく、学校を運営する能力を
身に着けることです。そのため、健康状態や
ウェルビーイングの改善、雇用の創出、
気候変動への対応力の強化などのあらゆる活動を
行うにあたって、地元の人々の意見を
最も重要と考えています。

持続可能な
コミュニティづくり



教育問題を解決するためのUWSの独自モデル

低コストで
拡張可能

コミュニティに
根差した活動

最も取り残された
エリアに注力

包括的でジェンダーに
配慮したアプローチ

地域コミュニティの能力を
強化し活用する

持続可能性と体制強化のためのパ
ートナーシップ



学校運営の
地域への戦略的な移行

持続可能な教育は、
地元のコミュニティ主導でのみ行われる

UWSは、学校建設の全ての段階で、地元のコミュニティ
および政府と連携しています。5-7年以上をかけて、
地域コミュニティのリーダーシップ能力開発と政府による
支援の確保を行うことで、学校が持続的に資金調達を行い、
独自に運営される体制をつくります。

現在、28の学校が地域コミュニティにより独自で運営されて
います。こうした取組は、ＵＷＳの活動に依存することなく、
学校が将来にわたって運営され続けることを保証します。
地域コミュニティへの移行により、政府による教育の提供が
不十分であったとしても、子どもたちの教育機会を増やし、
私たちのプログラムをより多くのコミュニティへ拡大することが
可能になります。

地域主導 効果の最大化 地域の能力開発



低コストで効果の高いUWSのモデル

プロジェクトに
使われます

寄付100円につき

82円が

教育を届ける
ことができます

20,000円で

1人の子どもに1年間

運営する
ことができます

200万円で

1つの学校を1年間

持続可能な状態まで

2,000万円で

1つの学校を建設し

運営することが
できます

（5-7年間）



プログラム内容

短期間での変化を目指すのではなく、長期的な視野で働きかけることで
教育で未来を変えることが可能となります

学校の建設

学校を建設し、生徒が学校に
通えるようになります

学校の運営

5年間の学校運営を通じて、
地域の運用体制を強化します

教員トレーニング

その後2年間、地域への運用体制の
移行をUWSがサポートします



ネパールの抱える課題

2006年、ネパールは貧困・不平等・差別によって引き起こされた10年にもわたる内戦から脱却しました。
国は民主主義に向かって前進していますが、一方で2015年に発生した壊滅的な地震により大きな損害を受け、
9,000の学校と3万の教室が失われました。

さらに、ネパール山間部では、地理的な制約がいまだに子どもたちが学校教育にアクセスするための障壁となっています。

80％
自給自足の

農業で生活してい
る家庭の割合

32,000
2015年の
大地震で
失われた
教室の数

1/3
基礎教育を修了
する生徒の割合

人々の生活はますます気候変動の影響を
強く受けるようになってきています。
とりわけ、ネパールのカースト制度は、
法律により差別的行為が禁止されているにも
関わらず、変わらず残り続けています。
下位カーストのダリットや農村部の
原住民族のコミュニティでは、
貧困・読み書きができない・土地を持てない
等の問題を抱えています。

2015年の壊滅的な大地震と一連の余震に
より、32,000の教室が破壊されました。
何千人もの子どもたちの、学校に行くと
いう希望が失われてしまったのです。
再建の動きはまだ全ての損害を
復興するには至っておらず、
特に農村部は大きな被害を受けたままと
なっています。

小学校への進学率は95％ですが、そのうち
基礎教育課程を修了できるのはたったの
1/3です。農村部の教育体制はいまだに
課題として残っています。
ネパールの山間部の子どもたちは、
基礎的な教育を受けるために、
長くて危険なトレッキングをして学校へ
通う必要がありますが、多くの子どもたち
はこのトレッキングに耐えられず、
学校へ行くことができないのです。



UWSネパール

これまでの活動

14,851人の子どもたちが
基礎教育課程へ入学

82の学校を公的な教育への
アクセスが無かった農村部の
コミュニティに開設

1,500人以上の地域コミュニティの
教員に、子どもにわかりやすく、
国のカリキュラムに沿った指導を
提供するためのトレーニングを実施

28の学校を、
ネパールの教育体制の中で、
各地域が自律的に運営できる
体制に移行。



活動状況（2024年8月時点）

教育で未来を変える

6,051人の
子どもたちが
UWSの学校に

通学中

50の学校を
運営中

536人の教員と
スタッフが
研修を受け、
雇用されている

7の学校を建設
中



教育で未来を変える

カンチのストーリー

「小さな家に私と祖母の2人で住んでいました。
祖母は72歳でしたが、働いていました。働かないと、
ご飯を食べることができなかったからです。」

カンチは10歳で、ネパールの農村部に住んでいました。
最近まで、学校へ行くという選択肢はありませんでした。
最も近い学校でも遠すぎて、彼女は危険な道を
歩いていくことができなかったからです。

しかしある日、全てが変わりました。UWSネパールが
カンチの住んでいる村の近くに学校を建てたのです。
今、カンチはより良い未来を実現する可能性を手に入れ
ました。「いちばん好きな教科は数学です。友だちに勉強
を教えることができたときは、とても嬉しいです。」

UWSネパールはカンチのような何千人もの子どもたちの
人生を変えてきました。私たちは82の学校を設立し、
68人の先生にトレーニングを行い、14,000人以上の
子どもたちに教育を届けてきました。

より多くのカンチのような子どもたちの人生を変えるため
には、あなたの支援が必要です。



教育で未来を変える

スクールパートナーシップに
含まれるもの



スクールパートナーシップ

パートナーシップはUWSの資金調達戦略において非常に重要です。UWSでは、リソースを集約して活動を進め
社会的インパクトを最大化するため、企業・個人・ブランド・学校・政府とパートナーシップを結んでいます。

スクールパートナーシップは、世界中の生徒たちの関心を集め、取り残されたコミュニティに教育を届けるための
協働の機会を創出するために、UWSにとって必要不可欠なものです。UWSの特定の学校、あるいはUWSの
活動全般をサポートするためにファンドレイジング活動を行ってくださっている学校とパートナーシップを
結んでいます。UWSからパートナーシップ締結校に対しては、学習教材やファンドレイジングのためのツール、最
新の活動状況、レポートなど様々なファンドレイジング活動支援を提供しています。
この活動を通じて、生徒たちはグローバルな教育の課題解決に貢献できるだけではなく、異なる世界についての
視野を広げたり、グローバル市民としての感覚を養うなど、相互にメリットのある関係を築くことができます。



スクールパートナーシップのステップ

ステージ 1

ステージ2

ステージ3

ステージ4

ステージ5

初回ミーティング

パートナーシップの目的、
ファンドレイジングのニーズ、
実施可能なイベントについての
ディスカッション 定期的な進捗共有

＆支援

定期的な双方の活動状況・
進捗・今後の予定の共有

イベントの企画支援

ファンドレイジングに必要
な資料を共有し、実現可能
なゴールの設定とイベント
企画の支援

イベント後の振り返り
＆フィードバック

イベント結果の共有、フィ
ードバック収集、
今後の施策についての検討

コミュニティ支援
＆学校運営開始

コミュニティと連携し生徒
の入学を促進
学校の運営開始を記念

パートナーシップ

開始



各学校のカリキュラムにあわせた

学習体験の提供

プログラム作成

生徒主導の

学校と協働して、生徒が自主的
にアイデアやコンセプトを考え
て取り組めるようなプロジェク
トを作成します。

コンサルテーション

生徒と教員の両方に対してアド
バイスや指導を行い、ファンド
レイジング活動の成果を最大化
します。

成果志向

学校とコミュニティの両方にと
ってサステナブルで実現可能な
ゴールの設定に関するアドバイ
スを行います。



パートナーの声

ドバイ・カレッジとは長年にわたってパートナーシ
ップを締結しており、ネパールの多くの学校で、学
校建設だけではなく、運営やコミュニティへの
移行降段階でもご支援をいただいています。
ドバイ・カレッジの生徒は様々なファンドレイジン
グイベントを実施し、集まった金額の全額を直接
UWSに寄付いただいています。

私がUWSタルン校の設立にあたって現地を
訪れた際、300名のコミュニティメンバーが

その設立を支援している様子は、非常に刺激的で
感動的でした。彼らは、子どもたちの、そして
村の未来に大きな喜びと希望を抱いていました。

ドバイ・カレッジ

ドイツでは生徒がタレントショーやアートの展示会、
お祭り、スポーツイベントを企画する等盛んに
UWSの活動を支援いただいていますが、
コンカルチャーはドイツ内のこうした活動の管理を
実施いただいています。長年の活動の積み重ねも
あり、現在UWSドイツの設立に向けて動いている
ところです。

5歳の女の子が、両親と一緒に私のところへ
やってきました。その手には150ユーロが握られ
ており、UWSへの寄付をしたいと言うのです。彼
女は自分のおもちゃを売ってこのお金を集めたと
いうことでした。教育の重要性を知るのに、

若すぎるということはないのです。

コンカルチャー



教育で未来を変える

未来は、変えることができる

あなたの行動で。

世界を変える行動を選択しよう。
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